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令和７年度 第１回 二宮町環境審議会会議録 

 

日 時：令和７年 11 月６日（木） 午前９時 00 分～午前 11 時 00 分 

場 所：二宮町役場 2 階 第 1 会議室 

出席者：室田会長 / 𡈽谷副会長 / 和知委員 / 渡辺委員 / 真下委員 / 和田委

員 / 三島委員 

欠席者：橘川委員 

事務局：西山町民部長 / 山口生活環境課長 / 高橋環境政策班長 / 中尾主事補 

 

１．開会 

 

２．委嘱状交付（机上配付） 

 

３．あいさつ 

会 長：本審議会は町の「環境」をより良いものにしていくために意見をいただく場なので、

忌憚のない発言をお願いする。 

 

４．委員紹介 

 

５．審議会規則等 

 

６．議題 

（１）第３次二宮町環境基本計画前期実施計画（令和６年度）の進捗状況等について 

『資料１：前期実施計画事業計画（令和６年度）の進捗状況について（案）』 

『参考１：前期実施計画事業計画（令和６年度）の進捗状況に対する委員意見一覧』 

について事務局より説明。 

 

【審議結果】 

・『参考１：前期実施計画事業計画（令和６年度）の進捗状況に対する委員意見一覧』及び

本会議で出た意見を事務局でとりまとめて案を作成し、審議員の確認を経て意見とする。 

・「二宮町気候非常事態宣言」の発出、「地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」の策定、

生物多様性や流域治水の重要性の高まりなど、「前期実施計画」の策定時から社会状況の

変化が生じているため、全体評価にはそれらの要素を踏まえて評価を記載する。 

・「前期実施計画」では、コロナ禍に人との接触が制限された状態を考慮した指標が設定 

されていたため、「後期実施計画」の改定に向けて、事業の進捗状況を適切に測れる指 

標の設定及び社会状況の変化に即応できる計画内容になるように検討する。 
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【質問・意見等】 

会 長：改めて確認するが、本会議での進捗状況の審議結果は、どこからの諮問に対して答

申する形となるのか。 

事務局：今回は進捗状況についての審議であるため、諮問答申という形ではないが、進捗状

況に対して、審議会より改善策などのご意見を町にいただくものである。 

 

会 長：審議会意見によって、即時に環境基本計画の内容を変更することは可能なのか。  

事務局：指標自体の変更や、予算の発生する変更は不可能である。既存事業を推進する要素

として新たに加えるものであれば可能である。指標に関する意見については、後期

実施計画の指標策定の参考意見としてまとめさせていただく。 

委 員：前期実施計画実施期間の令和９年度まで、閲覧数などに重点を置いた現行指標を 

続けるのは、社会状況にそぐわないのではないか。 

会 長：前期実施計画の計画期間を短く変更するというのはどうか。 

事務局：変更するのは手続き上、困難である。また、途中で変更を行うと、再び策定期間と

して足踏みする形になってしまう。現在は計画が社会状況に追い付いていないが、

来年再来年と検討を行い、後期実施計画策定時に追いつかせれば良いと考える。 

 

委 員：「商工会、観光協会の組織も子どもと一緒に学ぶ重要性は大きい」という意見はと

ても大事だと思う。町民と行政が共に本気で事業に取り組むのであれば、予算をし

っかりつけて欲しいところである。 

委 員：環境、防災に関する情報は、もっと周知していくべきである。 

委 員：HP が検索しやすいものになっているか疑問が残るところである。さまざまな情報

を一箇所でリンクして検索できるような、環境情報広場のようなものを工夫して

作成してみてはどうか。 

委 員：他の市町村では、ここまで住民と行政の間で意見交換されていないと思う。予算が

なくても人がいるなら、もう少し発展していけると考える。 

委 員：町民は、情報を知らないから動けていないだけで、知れば力を貸してくれると思う。

それが二宮町の良さだと考える。確認していけば、できることはまだたくさんある

と思う。 

 

委 員：進捗状況に対する委員意見の取りまとめには、計画策定時はコロナ禍で、人との接

触が制限された状況下における情報発信に重点が置かれており、今後は接触でき

る状況での評価を検討する旨を記載してはどうか。 

委 員：今後に向けて、「二宮町気候非常事態宣言」や「地球温暖化対策実行計画（区域施

策編）」に加え、生物多様性の重要性や、昨年の葛川氾濫を受けてインフラ整備の

重要性といった新たに必要となった視点を考慮していく旨も記載していただきた
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い。審議会として、社会状況の変化に対してアップデートした視点で意見を表明し

ていきたい。 

事務局：その他に「流域治水」といったワードも考えられるため、それらのパワーワードと

本日いただいたご意見をもとにまとめさせていただく。 

委 員：今年度は、町制施行 90 周年で「こどもまんなか」という言葉を中心に動いている

印象を受ける。一方で高齢者は本当に忘れられている。ハザードンやホームページ

などのデジタル技術の話があったが、そういうサービスがあると案内されても高齢

者はすぐに使いこなせない。周知方法については紙媒体が必要な層がいる。前に進

むことは大事だが、置いていかれているように受け止める方もいるので、そういっ

た方への対応も考えてもらいたい。 

 

（２）第３次環境基本計画（前期）重点事業外の事業（令和６年度）の進捗状況等について 

『資料２：前期実施計画事業計画（令和６年度）の進捗状況について（案）』 

『参考３：重点事業外の実施できていない事業について』 

について事務局より説明。 

 

【質問・意見等】 

委 員：No.12「緑に包まれた景観の保全を推進」について、評価が「S」なのはどういう

ことか。 

事務局：当初実施する予定がなかったが、２回の実績があり予定の数値を上回ったため、評

価として「S」となった。 

委 員：評価方法は理解したが、「緑に包まれた景観の保全を推進」がこの周知啓発の実績

によりとてもよく推進しているという風に見えて、少し違和感を覚える。 

事務局：あくまでも周知啓発の観点により評価したもので、事業全体を評価するものではな

い。後期実施計画の見直しの際の参考資料となるものとご理解いただきたい。 

 

会 長：No.32「町内道路の騒音調査を実施」について、令和５年度調査を実施して異常が

見つからなかったので令和６年度は実施しない、というのはどういうことか。 

事務局：例年実施していたが異常がなく変化が見られなかったため、令和６年度には法定検

査ではなかったこともあり、予算を計上しなかったものである。新たに町民から騒

音の相談などを受けた場合は、再び実施する予定である。 

 

委 員：全体的に見て、事業名で「推進」となっているのにも関わらず、実際に実施してい

る内容との乖離を感じる。 

事務局：今回、重点事業外の事業について議題に取り上げさせていただいたのは、後期実施

計画の指標策定時に参考材料としていただきたいと考えたからである。今後の審
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議会で、課題として挙げていただいた点を含め積極的に議論していただきたい。 

 

（３）後期実施計画での指標の見直しに向けての整理方法について 

『資料３：後期実施計画での指標の見直しに向けての整理方法』 

について事務局より説明。 

 

【質問・意見等】 

委 員：後期実施計画の策定時に、「トコトンにのみやプロジェクト」のプロジェクト名の

変更は可能か。 

事務局：環境基本計画で決められているため、プロジェクト名の変更は不可能である。 

会 長：事業の変更は可能か。 

事務局：後期実施計画の策定時には、トコトンにのみやプロジェクトに位置付ける事業の変

更は可能である。事業名の変更は不可能である。 

事務局：前期実施計画では、環境イベントの新規参加者増加などに重点を置いた事業だった

が、計画推進のために後期実施計画では、参加経験のある人を対象にした事業にも

注力する必要があると考えている。 

委 員：指標が変わるのは前向きで良いと思う。みんなで納得できる後期実施計画を策定し

たい。 

会 長：吾妻山の自然環境に関する指標の補正は必要という前提で、オーバーツーリズムに

ならない観光客数のバランスが必要だと考える。 

委 員：クリーン登山活動が好ましいのではないか。 

委 員：観光協会でツアーを企画するなど、そういったところで協力できると良い。 

委 員：多様性に関しては、生物だけでなく植物調査も実施できると良いのではないか。  

事務局：生物多様性調査に関しては、来年度のエコフェスタにのみやに合わせて、スマホの

写真機能で手軽に生物を調べられるアプリ「バイオーム」を用いた親子向けのイベ

ントを企画中である。後期実施計画指標策定の一助になればと考えている。 

 

（４）その他 

『資料４：二宮町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）令和７年度の進捗状況（案）につ

いて』 

『参考５：二宮町環境審議会の連絡調整等について』 

について事務局より説明。 

 

【質問・意見等】 

委 員：資料４の案については、今年度２回目の審議会で指標を審議するということか。 

事務局：指標は既に定まっており、指標に対する評価方法について、今年度 2 回目の審議
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会でご議論いただきたいという趣旨のものである。 

委 員：資料４の１ページ目の趣旨説明部について、元号と西暦の整合性が取れていない箇

所がある。 

事務局：今年度 2 回目の審議会までに修正させていただく。 

 

７．閉 会 

 


